
インドネシアの街角から 

 

 ジャカルタは、人口１千万人を超える高層

ビルがたち並ぶインドネシアの首都で、周辺

の地域を加えれば 3 千万人を超える大都市で

す。中心部だけでなく、郊外にも、大きなシ

ョッピングモールを併設した巨大なマンショ

ンが続々と建設中で、ジャカルタ市内では 1

億円もするマンションが売り切れるほど富裕

層が生まれている街です。 

ジェトロ事務所の窓から見えるマンション

群の手前には、古くからの住宅地が広がり、

農家と思われる庭にはニワトリを飼っている

様子が見えます。経済が成長するに従って貧

富の差は拡大し、特に産業が集積するジャワ

島とそれ以外の島々との差はさらに拡大して

いるようです。 

 といっても富裕層のほとんどは華僑で、財

閥としてインドネシア経済を牛耳っていて、

政治はインドネシア人に任せていますが、自

分のビジネスを有利に進めるために政治的な

圧力をかけることもあるようです。海外から

の投資は、財閥との合弁で進出を行っている

企業が多く、経営的な独立性は下がっても、

インドネシアでのビジネスには効果的という

こともあるようです。 

 さて、インドネシアはイスラム教の国とい

うのは、ご存知のところだと思いますが、な

ぜイスラム教になったかというと、ヨーロッ

パ、中東とアジアの交易の拠点として、マレ

ーシアのマラッカやインドネシアの港が使わ

れ、その交易に便利なように宗教もイスラム

に合わせていったという話が聞かれました。

なるほど、世界遺産となった「ボロブドゥー

ル」は仏教遺跡ですし、同じ地域にある「プ

ラバナン寺院」はヒンドゥー教の寺院といっ

たように、元々は仏教やヒンドゥー教が進行

されていたようです。 

 今回、訪問した東南アジア最大のモスクと

言われる「イスティクラルモスク」には、宗

教学校が併設され、モスクの中庭では、コー

ランを復唱する学生たちの姿が見られた。た

だし、男子グループと女子グループに分かれ、

離れた場所で勉強していて、これもイスラム

教の教えに沿ったもののようです。 

 男女を分けているのは、このような場面だ

けでなく、空港のセキィリティチェックも、

男女別になっていて、女性専用レーンが設け

られていました。 

 イスラム教では、1 日に 5 回のお祈りの時

間が決められていて、空港やショッピングモ

ールなど公共的な場所には必ず男女別のお祈

 

ジェトロ事務所から見えるマンション群 

 

コーランを読みあう生徒たち 



りの部屋が用意されています。 

日本の進出企業でも、操業時間中にお祈り

をすることを認めていて、社内にお祈りの部

屋を必ず設ける必要があり、宗教的なことは

大事にしているようです。 

 以前伺ったことですが、一生に一度はメッ

カ巡礼を行うのがイスラム教徒の夢で、日系

企業でも公休扱いで巡礼を認めているとのこ

とでした。 

 宗教観の薄い日本人にとって、なかなか理

解しにくい部分もありますが、グローバル化

を進める中で最も注意すべきことが宗教なの

ではないかと感じます。 

 イスラム教がらみでもう一点触れておくと、

イスラム教では豚を食べないのと同じように

お酒も飲みません。お酒だけでなく、アルコ

ール発酵した食品は食べないので、お醤油な

どの発酵食品のハラール認証は、相当厳しい

水準のようです。 

 お酒を飲まない代わりに、甘いものを食べ

るのが好きなようで、マレーシアでも聞かれ

たことなのですが、糖尿病の人が多いという

ことです。 

 確かに、イオンモールのフードコートでも

お菓子の屋台が多くみられましたし、ホテル

の喫茶室の前にもおいしそうなケーキを並べ

たショーケースが見られました。 

 今回、国内移動に使ったガルーダ・インド

ネシア航空の印象を述べたいと思います。 

 ジャカルタとジョグジャカルタの往復に、

ガルーダ航空を利用しましたが、快適な旅を

させていただきました。国内線なのに、座席

のモニターではたくさんの映画が見られたり、

１時間のフライトなのにパンやお菓子のサー

ビスがあったりと、日本の国内線よりもサー

ビスが充実していると感じました。 

 もちろん、インドネシアの所得水準を考え

れば、国内移動に飛行機を使う人は富裕層に

近い方々ですし、東南アジアはＬＣＣとの競

合も激しいので、サービス向上は当然の結果

かもしれません。 

 それでも、20 年くらい前には、世界の航空

アライアンスに入れてもらえなかった水準だ

ったものが、ここまで向上したのかと考える

と、それだけインドネシア全体の経済が成長

した明かしでもあり、今後もますます向上し

ていくことを予感させるフライトでした。 

 （峠岡伸行） 
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